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米どころ幸手に受け継がれる藁文化 辻
つ じ

 縄
な わ

惣 新田三田地区
　4月 14 日（日）三田集会所で、大蛇 4体が作られました。
　村の中に悪いものが入ってこないようにする「ふせぎ」と呼ばれ
るもので、「大蛇が良く働いてくれるように」とお神

み き

酒を飲ませた
後、無病息災を願い、西関宿境・宇和田（上宇和田）境・惣新田中
新田境・九郎右衛門境の4か所に据え付けて、辻固めを行いました。

上 宇和田地区
　4 月 21 日（日）上宇和田農業集落センターで、大蛇 4 体・藁人形
1体が作られました。
　大蛇には鑑札がついており、この鑑札は通行許可の役割を果た
しています。これで、地区内に入ってきた悪い病などを大蛇が自
由に追い回すことができると言われています。
　村境の 4か所に据え付けて、辻固めを行いました。

神 扇地区
　5月 19 日（日）神扇集会所で、大蛇 2体が作られました。
　集会所の軒先に吊し上げて大蛇の形を整えた後、竹竿に巻き付
けます。それぞれに大きな草

ぞ う り

鞋を添えて、地区の無病息災を祈願
します。大きな草履は、村に大男がいる証と言われています。
　神扇地区の東西両端に立てて、辻固めを行いました。

地域の伝統行事

　

辻
縄
と
い
う
の
は
、
藁
で
大
き
な

蛇
を
作
る
も
の
で
、
こ
の
行
事
は
大

蛇
作
り
・
大
蛇
こ
し
ら
え
・
辻
切
り
・

春は
る
ぎ
と
う

祈
祷
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
上
あ
ご
・
舌
・
下
あ
ご
の

部
分
を
そ
れ
ぞ
れ
作
り
ま
す
。

　

上
あ
ご
・
舌
・
下
あ
ご
の
作
り
方

は
同
じ
で
、
藁
を
１
本
ず
つ
編
み
、

ス
リ
ッ
パ
の
様
な
形
に
編
み
ま
す
。

　

そ
れ
を
３
個
縛
り
合
わ
せ
て
蛇
の

頭
の
形
に
整
え
ま
す
。

　

胴
体
部
分
は
、
藁
を
足
し
な
が
ら

縄
状
に
編
ん
で
い
き
ま
す
。

　

最
後
に
、
目
玉
や
お
札
を
付
け
て

完
成
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
藁
を
使
っ
た
伝
統
行
事
の
辻

縄
は
、
大
蛇
を
村
境
に
設
置
す
る
こ

と
で
、
ほ
か
の
村
か
ら
自
分
の
村
に

病
気
な
ど
の
悪
い
も
の
が
入
っ
て
来

る
の
を
防
ぐ
た
め
の
、
無
病
息
災
を

願
う
行
事
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
３
つ
の
地
区
の
辻
縄
を

紹
介
し
ま
す
。

　

幸
手
市
郷
土
資
料
館（
下
宇
和
田

58
‐
4
）で
は
、
大
蛇
の
展
示
も
行
っ

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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